
人口と世帯（平成 22 年 4 月 1 日現在）　1,714 世帯　（-11）　男 2,568 人（-24）　女 2,718 人（-20）　計 5,286 人（-44）
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休日の病院（緊急時）4 月 　5 月
17 日（土）　国立沼田病院

18 日（日）　沼田脳神経外科

あいね 

命名

将来どんな人になってほしいですか

（父）矢口　智之 （母）実央さん（築地）のお子さん

愛音ちゃん 平成 21年 4月 30 日生まれ

さん戸丸　大輔
 とまる　　　  だいすけ

24 歳
昭和 60 年 4月 17 生まれ　　（父）金久さん　（母）京子さん

（花咲）

３．片品をどう思いますか
　私はスポーツが好きなので、ス
　ポーツの面から片品村をとらえ
　ると、夏はサッカーやテニス、
　冬はスキー、スノーボード等一
　年を通してスポーツが楽しめる
　村だと思います。

１．何処へお勤めですか 　
　片品村役場です。

２．趣味は何ですか　
　ドライブとサッカーです。

４．村内のおすすめスポットは　
　針山の天王桜です。

５．好きな異性のタイプ　
　笑顔が素敵で、料理が上手な方です。
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６．目標があれば教えてください　
　片品村をさらに盛り上げていき、全国の方々に片品村を
　知ってもらうことです。

02日（日）　沼田脳神経外科
01 日（土）　利根中央病院

25 日（日）　利根中央病院
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10 日（土）　内田病院

24 日（土）　月夜野病院

11 日（日）　利根中央病院
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お
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お
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や
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やさしさをかなでる子供に育ってほし
いと願って「愛音」という名前にしま
した。

誰からも愛されて思いやりのあるｋ・
Ｙでない子で健康に育ってほしいで
す。

れ　い

伶 ちゃん 平成 21年 4 月 27 日生まれ
（父）永井　幸男（母）清香さん（針山）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

命名

「れい」という響きが気に入り、、字は
名字と相性の良い「伶」という字を付
けました。

お兄ちゃんとけんかしながらも仲良く
元気に楽しくたくましく、笑顔で助け
合いながら生きていってほしいです。
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29 日（木）　沼田脳神経外科
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09 日（日）　国立沼田病院
08 日（土）　沼田脳神経外科

03 日（月）　利根中央病院
04 日（火）　内田病院
05 日（水）　月夜野病院
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玄関入って右に設置されている
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平成 22年度村予算

の 32 億 1千 4百万円
歳　入 

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.

16.
17.
18.
19.
20.
21.

村　　　　　　　　　税
地　方　譲　与　税
利　子　割　交　付　金
配　当　割　交　付　金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地　方　交　付　税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国　庫　支　出　金
県　　支　　出　　金

財　　産　　収　　入
寄　　　　附　　　　金
繰　　　　入　　　　金
繰　　　　越　　　　金
諸　　　　収　　　　入
村　　　　　　　　　債

村税、固定資産税、軽自動車税、村たばこ税など。
地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税。
預金利子等の所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定配当等の額に分離課税された県民税から一定割合が交付。
特定株式等譲渡所得に分離課税された県民税から一定割合が交付。
消費税 5％のうち、国 4％・地方 1％（県 1/2、市町村 1/2）。
自動車取得税の一定額が村道の延長と面積を基準に交付。
ゴルフ場利用税の７割が交付。
子ども手当の新設、減収補てん（自動車取得税・住民税）、特別交付金。
村の収入額と支出額の差を国が交付。歳入の 5割弱。
交通反則金を配分。道路交通安全施設整備に充当。
保育料、給食費、検診負料等。
村営住宅や体育施設の使用料、放牧料、証明手数料等。
子ども手当負担金、除雪車補助金、参議院選挙費など。
県税徴収負担金、小規模土地改良補助金、社会福祉・障害福祉補助金、
労働費補助金など。
土地、建物の貸付料、基金の預金利子等。
村民や各種団体からの寄附。
村の貯金（財政調整基金）からの繰入れ。
前年度決算後の余剰金。
花の駅使用料、貸付金元利収入等。　雑収入。

歳 　 　 入 　 　 合 　 　 計

款 本年度 前年度 比　　　較 説　　　明
( 単位：千円 ) 

歳　出 
1. 
2. 
3. 
 
4. 
 
5. 
6. 
7. 
8. 
9. 
10. 
11. 
12. 
13. 
14. 

議　　　　会　　　　費 
総　　　務　　　費  
民　　　生　　　費  
 
衛　　　　生　　　　費 
 
労　　　　働　　　　費 
農　林　水　産　業　費 
商　　　　工　　　　費 
土　　　　木　　　　費 
消　　　　防　　　　費 
教　　　　育　　　　費 
災　害　復　旧　費  
公　　　　債　　　　費 
諸　　　　支　　　　出 
予　　　　備　　　　費 

村議会の活動に要する経費。
人事、企画、財政、情報政策、徴税、戸籍、選挙、交通安全等。
障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、福祉医療、保育所等。
国保・介護各会計への支出。
総合検診、予防接種、環境衛生、健康管理センター、簡水・後期高
齢各会計への支出など。
ふるさと雇用再生事業、緊急雇用創出事業など。
農業委員会、農業土木、農業・畜産振興、林業・水産業費等
商工業振興、観光振興。
道路、橋梁、河川、除雪経費等。下水道会計への支出。
広域消防への負担金、消防団経費等。
学校教育、生涯学習、スポーツ振興等。
大雨、暴風、地震などの災害による被災施設の復旧費。
村債の元金・利子、一時借入金の利子。
観光施設事業特別会計への補助。
予算外の支出または予算超過の支出に充てる経費。

歳 　 　 出 　 　 合 　 　 計

款  本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明 
( 単位：千円 ) 

国　民　健　康　保　険  
老　　　人　　　保　　　健 
簡　易　水　道　事　業  
観　光　施　設　事　業  
収 　 益 　 的 　 収 　 入  
収 　 益 　 的 　 支 　 出  
資 　 本 　 的 　 収 　 入  
資 　 本 　 的 　 支 　 出  
介　　　護　　　保　　　険 
下　水　道　事　業　等  
後　期　高　齢　者　医　療 
 

社会保険、共済組合等の加入者以外の医療費給付事業。

６つの簡易水道事業の管理運営。

経営による収益。他会計補助金。
収益を上げるための経費。
他会計補助金。
企業債、長期借入償還金。
介護予防、介護サービス事業。
農集排、特環公共下水道事業の管理運営。
７５歳以上（一定の障害等がある人は６５歳以上）の者の
医療費給付事業。老人保健特会から制度変更。運営は広域連合。

尾瀬ロッジ、オグナほたかスキー場、武尊牧場観光施設の経営管理。 

特 　 別 　 会 　 計 　 名  本　年　度 前　年　度 比　　　較 説　　　明 
( 単位：千円 ) 平成 21 年度特別会計予算

後期高齢者医療特会に移行。前年度分の処理のために 22 年度まで存続。

借入れ金。過疎対策事業債、臨時財政対策債。

551,317
75,000
1,500
900
500

50,000
40,001
3,500
3,500

1,550,000
1,600
55,198
22,153
187,666
142,332

9,015
2,801
78,000
90,000
83,017
344,000
3,292,000

564,081
75,000
1,000
500
200

50,000
30,000
3,500
7,400

1,550,000
1,600
49,271
23,043
141,946
204,228

6,553
2,401
13,001
50,000
162,276
278,000
3,214,000

12,764
0

△　500
△　400
△　300

0
△　10,001

0
3,900
0
0

△　5,927
890

△　45,720
61,896

△　2,462
△　400

△　64,999
△　40,000
79,259

△　66,000
△　78,000

66,962
460,240
606,736

458,530

44,300
194,242
75,976
375,730
166,161
315,094

3
334,026
114,000
2,000

3,214,000

71,072
481,490
534,885

442,418

71
183,801
85,672
263,557
171,426
580,123

3
356,482
119,000
2,000

3,292,000

△ 4,110
△ 21,250
71,851

16,112

44,229
10,441
△ 9,696
112,173
△ 5,265

△ 265,029
0

△ 22,456
△ 5,000

0
△ 78,000
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平成 22年度村予算

平成 22年度の村の予算が決まりました。

一般会計前年度比 2.4％減

平成 22年度予算の主な事業

歳　出
3,393,000
( 単位：千円 )

総務費
14.3%

民生費
18.9%

衛生費
14.3%

労働費
1.4%

農林水産業費
6.0%

商工費
2.4%

土木費
11.7%

消防費
5.2%

教育費
9.8%

議会費
2.1%諸支出

3.5%
公債費
10.4%

新
年
度
予
算
に
思
う

村税
17.6%

地方譲与税
2.3%
地方消費税交付金

1.6%

自動車取得税交付金
0.9%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

分担金及び負担金
1.5%

使用料及び
手数料
0.7%

国庫支出金
4.4%

県支出金
6.4%

財産収入
0.2%

繰入金
0.4%

繰越金
1.6%

諸収入
5.0%

村債
8.6%

地方特例交付金
0.2%

地方交付税
48.2%

歳　入　歳　出　予　算　款　別　比　較　表

・子ども手当

・尾瀬大橋公園整備

・雇用再生特別基金事業

歳入
3,214,000

（単位：千円）

歳出
3,214,000

（単位：千円）

　

2.4
％
減
額
だ
そ
う
だ
が
、
必
要
な

所
に
は
前
年
以
上
の
予
算
を
充
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、
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ま
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た
。
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。
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中
学
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の
体
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っ
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教
育
費
が
大
幅

に
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額
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
子
供
達
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
新
た
に
始
ま
る
「
か
た
し
な
子
供

学
校
」
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

戸
倉　

萩
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美
雪
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
営
業
）

　平成 22 年度の一般会計及び特別会計の予算は 3月 4日開会の定例村議会において、きめ細か

い審議を経て 3月 12 日原案どおり可決されました。

　一般会計の予算は、32 億 1千 4百万円で前年度に比べ 2.4％の減額となりました。

・参議院選挙費

・除雪車購入

・地区要望事項の推進

・緊急雇用創出基金事業

・かたしな子ども学校事業

・消防自動車等整備

825,640
562

84,550

124,426
123,484
20,000
88,451
357,788
137,307
46,518

777,977
778

94,172

148,775
148,710
20,000
88,055
342,398
137,653
51,591

47,663
△ 216
△ 9,622

△ 24,349
△ 25,226

0
396

15,390
△ 346
△ 5,073

予備費
0.1%
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教

育

長

退

任

の

ご

あ

い

さ

つ

　

私
事
、
３
月
末
で
片
品
村
教
育
長

を
退
任
し
群
馬
県
庁
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、
村
民

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
教
育
長
と
し
て
皆
様

　

風
情
豊
か
な
片
品
の
四
季
が
冬
か

ら
春
へ
と
移
り
行
く
中
、
村
民
の
皆

様
に
は
、
ご
健
勝
で
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
千
明
村
長
の
推
挙
を
い

た
だ
き
、
３
月
12
日
の
定
例
村
議
会

で
議
員
各
位
の
ご
同
意
を
い
た
だ

　

平
成
21
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す

か
。

　

平
成
22
年
３
月
分
の
保
険
料

の
納
付
期
限
は
平
成
22
年
４
月

30
日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
に

な
っ
た
り
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り

か
、
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年

平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

年　

金　

だ　

よ　

り

尾

瀬

太

鼓

の

会

員

募

集　

！

　

全
身
を
使
っ
て
の
演
奏
は
、
体
力

づ
く
り
、
ま
た
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は

生
活
の
リ
ズ
ム
を
養
う
こ
と
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
和
太
鼓
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
入
会
資
格

　

村
内
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
大
人

ま
で

○
入
会
申
込
み

　

平
成
22
年
４
月
末
日
ま
で
に
役
場

元教育長　飯塚　欣彦

教

育

長

就

任

の

ご

あ

い

さ

つ

教育長　星野　準一

に
最
後
の
お
願
い
を
し
て
退
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
だ
き
ま
す
。　

　

片
品
村
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
「
片
品
村
教
育
振
興
基
本
計

画
」
総
論
の
策
定
、
平
成
19
、
20
、

21
年
度
の
「
教
育
委
員
会
事
業
の
点

検
・
評
価
」
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

片
品
村
の
教
育
行
政
の
考
え
方
や

実
施
内
容
、
事
業
の
自
己
評
価
、
今

後
の
課
題
な
ど
、
全
て
を
公
表
す
る

仕
組
み
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
が

職
員
は
着
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
の

は
、
片
品
村
の
教
育
に
つ
い
て
今
ま

で
以
上
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
教
育
委
員
会
と
一
緒
に
こ
れ
か

ら
の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
主
自
立
を
進
め
る
片
品
村
に

と
っ
て
、
皆
で
考
え
て
い
く
こ
と
は

そ
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
是
非
、
教

育
分
野
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

「
片
品
村
教
育
振
興
基
本
計
画
」
は
、

そ
う
し
た
議
論
を
経
て
策
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
教
育
長
と
し
て
皆
様

の
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
た
か
ど
う

か
、
反
省
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

一
生
懸
命
、
そ
の
職
責
を
果
た
し
た

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
片
品

村
で
教
育
長
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
に
対
し

て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
県
庁
の
生
活
文
化
部

少
子
化
対
策
・
青
少
年
課
長
と
し
て

新
た
な
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。
子

育
て
支
援
の
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得

キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
事
業
、
企
業

等
で
働
く
独
身
者
の
出
逢
い
の
機
会

を
支
援
す
る
「
ぐ
ん
ま
赤
い
糸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
、
子
ど
も
を
有
害

環
境
か
ら
守
る
取
組
、
青
少
年
健
全

育
成
の
推
進
等
、
県
民
生
活
に
直
結

し
た
幅
広
い
施
策
が
多
く
あ
り
ま

す
。
片
品
村
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り

も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

き
、
教
育
委
員
会
よ
り
教
育
長
と
し

て
選
任
さ
れ
、
４
月
１
日
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才

で
そ
の
器
に
対
し
任
不
足
は
認
ず
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
職
責
に
対
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
44
年
12
月

に
片
品
村
に
採
用
さ
れ
、
約
40
年
が

経
過
し
こ
の
間
一
般
行
政
職
と
し
て

の
経
験
は
積
み
重
ね
ま
し
た
が
、
教

育
行
政
分
野
は
、
尾
瀬
国
体
終
了
後

の
平
成
18
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
し

か
な
く
１
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
が
、
日
々
研
さ
ん
に
励
み
、
職

務
を
遂
行
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
、
片
品
村
の
教
育

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

貌
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
施
策
に
よ
り
、
学
習
指
導
要

領
、
教
育
基
本
法
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
な

ど
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

時
期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
教
育
委
員
の
方
々
や
飯
塚

前
教
育
長
を
中
心
に
鋭
意
そ
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
、
特
に
片
品
村
教

育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
総

論
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

を
引
き
継
ぎ
22
年
度
完
成
に
向
け

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
総
論
に
続
く
各

論
と
な
り
、
内
容
も
よ
り
具
体
的
、

現
実
的
と
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で

以
上
に
皆
様
方
の
、
ご
理
解
と
ご
指

導
、
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
、
教

育
振
興
基
本
計
画
が
、
片
品
村
が
真

に
必
要
と
す
る
教
育
行
政
の
確
固
た

る
指
針
と
な
り
、
そ
の
推
進
に
よ
り

「
小
さ
く
て
も
輝
く
、
尾
瀬
の
郷
か

た
し
な
む
ら
」
の
明
る
い
未
来
展
望

が
で
き
る
様
、
努
め
る
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

金
、
あ
る
い
は
一
家
の
支
え
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
方

は
、
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先
は

●
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９ （
２
２
）
１
６
０
７

む
ら
づ
く
り
観
光
課
内
尾
瀬
太
鼓
愛

好
会
事
務
局
へ

○
練
習
日　

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
ま
で

　
（
子
ど
も
は
月
曜
日
の
み
）

○
練
習
場
所

　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課
内

　

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

尾
瀬
高
校
の
地
域
探
検

　

尾
瀬
高
校
で
は
、「
地
域
探
検
」

を
２
月
24
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
探
検
は
尾
瀬
高
校
の
一
年
生

が
片
品
村
内
に
出
向
き
、
地
域
の
有

形
無
形
の
財
産
で
あ
る
人
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
な
ど
幅
広
い
分
野
の
魅

力
、
再
発
見
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
１
、
３
、
４
、
５
、
７

８
区
で
実
施
し
、
地
域
案
内
人
と
し

て
「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

と
地
元
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
【
地
域
案
内
人
の
皆
さ
ん
】
星
野

健
一
、
星
野
学
、
高
山
悦
夫
、
戸
丸

長
志
、坂
本
博
道
、林
欣
一
、萩
原
勲
、

永
井
利
和
（
敬
称
略
）

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
12
回
花
の
駅
か
る
た
大
会

　

３
月
26
日
（
金
曜
日
）
花
の
駅
・

片
品
「
花
咲
の
湯
」
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
に
お
い
て
上
毛
か
る
た
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
70
名
と
、

た
く
さ
ん
の
子
供
達
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

参
加
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果

高
学
年　

団
体
の
部　

優　

勝　

古
屋　

結　

子

　
　
　
　

星
野　

な
な
子

　
　
　
　

田
邊　

樺
音

低
学
年　

団
体
の
部　

優　

勝　

永
井　

和
月

　
　
　
　

星
野　

亜
実

　
　
　
　

下
山　

千
怜

第
二
部 

団
体
の
部

優　

勝　

宮
田　

翔　

馬

　
　
　
　

宮
田　

奈
美
恵

　
　
　
　

星
野　

未　

来

高
学
年　

個
人
の
部

優　

勝　

小
室　

武
尊

低
学
年　

個
人
の
部　

優　

勝　

星
野　

脩
人

第
二
部　

個
人
の
部

優　

勝　

星
野　

葵
野
葵

　

丸沼高原スキー場を案内する坂本さん

参加児童と読み手の永井さん
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３
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
９
日

間
、
３
月
定
例
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
21
年
度
補
正
予
算
、
22
年
度

当
初
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
の
重

要
な
案
件
が
審
議
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

片
品
村
職
員
を
群
馬
県
農
業
共
済

組
合
へ
派
遣
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の

時
間
外
勤
務
手
当
の
見
直
し
を
行
う

た
め
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
法
律
等
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

・
片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
法
律
等
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

・
片
品
村
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

通
学
費
補
助
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

補
助
金
の
支
給
実
態
に
合
わ
せ
た

内
容
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
奨
学
資
金
貸
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

貸
与
額
月
額
を
４
１
，
４
０
０
円

か
ら
４
５
，
０
０
０
円
に
増
額
す
る

改
正
で
す
。

・
片
品
村
映
写
機
使
用
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

新
た
に
、
視
聴
覚
関
連
機
器
を
整

備
し
た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

・
片
品
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

景
気
情
勢
等
を
ふ
ま
え
、
借
り
換

え
制
度
を
期
間
限
定
で
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
村
内
中
小
企
業
の
振
興

を
図
る
た
め
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
及
び
群
馬
県
の
占
用
料
の
改
訂

に
伴
う
改
正
で
す
。

・
片
品
村
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に

　

団
員
年
齢
を
18
歳
以
上
45
歳
未
満

か
ら
18
歳
以
上
55
歳
未
満
に
変
更
す

る
改
正
で
す
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
21
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
１
億
５
，

９
３
０
万
円
を
追
加
し
て
総
額
を40

億
７
２
４
万
１
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
村
税
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
な
ど
が
増
え
、
県
支
出

金
、
繰
入
金
、
村
債
等
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
年
度
末
に
お
け
る
事
業

の
終
了
や
額
の
確
定
に
よ
る
減
額
調

整
が
主
な
も
の
で
す
が
、
財
政
調
整

基
金
に
１
億
６
千
万
円
ほ
ど
積
み
増

し
し
た
他
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細

か
な
臨
時
交
付
金
事
業
等
を
活
用
す

る
た
め
の
事
業
費
が
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
４
千
４
２

６
万
２
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
８

億
４
，
９
３
４
万
９
千
円
に
し
ま
し

た
。
主
に
保
険
給
付
費
が
増
額
さ
れ

ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
３
千
円

を
減
額
し
て
総
額
を
５
，
２
７
８
万

９
千
円
に
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
が
３
，
０
０
０
万
円
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計(
第
３
号)

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
６
９
３

万
４
千
円
を
減
額
し
て
総
額
を
１
億

３
６
３
万
９
千
円
に
し
ま
し
た
。
事

業
の
確
定
等
に
よ
る
額
の
調
整
で
す
。

・
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
支
及
び
資
本
的
収
支
と

も
に
、
総
額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん

が
収
益
的
収
入
の
中
で
委
託
施
設
の

使
用
料
の
増
額
及
び
そ
れ
に
伴
う
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
１
，
３
０

５
万
９
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
３

億
７
，
５
３
９
万
２
千
円
に
し
ま
し

た
。
保
険
給
付
費
等
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

・
下
水
道
事
業
等
特
別
会
計（
第
２
号
）

　

既
定
の
予
算
額
か
ら
、
２
３
２
万

円
を
減
額
し
て
総
額
を
１
億
４
，
１

６
８
万
９
千
円
に
し
ま
し
た
。
事
業

の
確
定
等
に
よ
る
額
の
調
整
で
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
６
７
６

万
７
千
円
を
減
額
し
て
総
額
を
４
，

５
０
２
万
５
千
円
に
し
ま
し
た
。
広

域
連
合
へ
の
負
担
金
等
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

◎
当
初
予
算

　

一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
の
予
算

が
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
一
般
質
問

　

５
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

・
道
路
（
橋
梁
）
整
備
に
つ
い
て

・
要
介
護
認
定
者
対
策
に
つ
い
て

・
観
光
客
増
加
対
策
に
つ
い
て

（
星
野
育
雄
議
員
）

・
片
品
村
に
お
け
る
文
化
再
興
事
業

に
つ
い
て

（
戸
丸
廣
安
議
員
）

・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

・
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
納
税
方
法
法
に
つ
い
て

　
（
星
野
侃
三
議
員
）

・
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

（
星
野
千
里
議
員
）

◎
そ
の
他

・
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

構
成
市
町
村
で
あ
る
六
合
村
が
廃

さ
れ
中
之
条
町
に
編
入
す
る
こ
と
等

に
伴
う
も
の
で
す
。

・
群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の

規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　

構
成
市
町
村
で
あ
る
六
合
村
が
廃

さ
れ
中
之
条
町
に
編
入
す
る
こ
と
に

伴
う
も
の
で
す
。

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
規
約
編
に
関
す
る
協
議

　

構
成
市
町
村
で
あ
る
六
合
村
が
廃

さ
れ
中
之
条
町
に
編
入
す
る
こ
と
に

伴
う
も
の
で
す
。

・
村
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止

　

摺
渕
橋
の
新
規
架
替
え
に
伴
い
、

摺
渕
・
花
咲
線
の
旧
道
及
び
県
道
平

川
・
横
塚
線
の
旧
道
の
２
路
線
を
村

道
と
し
て
管
理
す
る
た
め
の
路
線
の

認
定
と
摺
渕
・
花
咲
線
の
新
規
ル
ー

ト
の
道
路
敷
地
及
び
河
川
敷
地
に

な
っ
た
２
路
線
は
、
道
路
と
し
て
の

機
能
が
な
い
た
め
路
線
の
廃
止
を
す

る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
教
育
委
員
任
命
の
同
意

飯
塚
欣
彦
教
育
長
の
辞
任
に
よ
り
欠

員
と
な
る
教
育
委
員
に
星
野
準
一
氏

（
土
出
）
を
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

・
指
定
管
理
者
の
指
定

第
四
区
が
片
品
村
老
人
憩
の
家
（
東

小
川
５
５
９
）
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

◎
請
願

・
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
全
国
中
学

校
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
大
会

の
誘
致
並
び
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
に
関
す
る
請
願
（
片
品

村
ス
キ
ー
場
連
絡
協
議
会
長
ほ
か
１

名
）

（
継
続
審
議
）

　

村
議
会
は
村
の
将
来
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
傍
聴
し
て
下
さ
い
。

児童手当
（平成 22 年 3月まで）

子ども手当
（平成 22 年 4月以降）

所　得　制　限 あ　り な　し

対　象　年　齢
小学校卒業まで 中学校卒業まで
12歳到達後最初の
3月 31 日まで

15 歳到達後最初の
3月 31 日まで

対象児童１人あ
たりの手当月額

　

平
成
22
年
４
月
分
か
ら
「
児
童
手

当
」
に
代
わ
り
「
子
ど
も
手
当
」
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■「
児
童
手
当
」
と
「
子
ど
も
手
当
」

　

の
違
い

■ 

今
後
の
申
請
の
手
続
き 

１
． 

現
在
「
児
童
手
当
」
を
受
給
し

て
い
る
場
合　

↓
自
動
的
に
「
子
ど
も
手
当
」
へ
と

継
続
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

３歳未満と３人目以
降 は 10,000 円、そ
れ以外は 5,000 円

一律 13,000 円平成
23 年 ４ 月 以 降 は
26,000 円（予定）

２
． 

現
在
「
児
童
手
当
」
を
所
得
制

限
に
よ
り
受
給
で
き
て
い
な
い
場
合

↓
新
た
に
「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

 

該
当
す
る
世
帯
に
は
４
月
以
降
に

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

３
． 

現
在
、
中
学
２
年
生
、
３
年
生

の
児
童
の
み
が
い
る
場
合

↓
２
と
同
様
、
新
た
に
「
子
ど
も
手

当
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　

該
当
す
る
世
帯
に
は
４
月
以
降
に

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
を
送
付

す
る
予
定
で
す
。

４
． 

現
在
「
児
童
手
当
」
を
受
給
中
で
、

中
学
２
年
生
、
３
年
生
の
児
童
が
い

る
場
合

↓「
子
ど
も
手
当
増
額
改
定
請
求
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
４
月
以
降
に

「
子
ど
も
手
当
増
額
改
定
請
求
書
」
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

５
． 

公
務
員
の
場
合

↓
児
童
手
当
と
同
じ
く
職
場
で
の
受

給
と
な
り
ま
す
。（
月
額
１
３
，
０
０

０
円
） 

■ 

こ
ん
な
場
合
は
？ 

　

Q　

児
童
手
当
と
子
ど
も
手
当
は

両
方
も
ら
え
ま
す
か
？

　

A　

22
年
３
月
ま
で
は
児
童
手
当
、

４
月
以
降
は
子
ど
も
手
当
に
な
り
ま

す
。（
両
方
も
ら
え
る
月
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　

Q　

子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
や

子
ど
も
手
当
増
額
改
定
申
請
書
は
誰

に
対
し
て
送
付
さ
れ
ま
す
か
？

　

A　

子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
は
、

22
年
４
月
現
在
、
中
学
校
２
年
生
、

３
年
生
が
い
て
、
小
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
が
い
な
い
世
帯
と
、
所
得
制

限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
増
額
改
定
申
請
書
は
、

22
年
４
月
現
在
児
童
手
当
を
受
給
中

で
中
学
校
２
年
生
、
３
年
生
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

送
付
す
る
世
帯
が
公
務
員
と
し
て
児

童
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
で

も
、
そ
の
事
実
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
書
類
は
送
付
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
公
務
員

の
方
は
職
場
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Q　

申
請
は
い
つ
ご
ろ
必
要
？

　

A　

22
年
４
月
ご
ろ
に
必
要
な
方

に
申
請
書
類
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

Q　

申
請
書
類
は
必
ず
送
ら
れ
て

き
ま
す
か
？

　

A　

住
民
票
に
子
ど
も
手
当
の
対

象
児
童
が
含
ま
れ
て
い
て
、
申
請
が

必
要
な
世
帯
に
は
送
付
し
ま
す
。　

　

22
年
３
月
時
点
で
児
童
手
当
の
受

給
者
は
、
子
ど
も
手
当
に
継
続
さ
れ

ま
す
の
で
、
中
学
２
年
生
、
３
年
生

の
お
子
さ
ん
が
い
な
い
場
合
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る

の
に
、
４
月
末
を
過
ぎ
て
も
申
請
書

類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
場
合
は
、
保

健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

Q　

３
歳
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
た
め
、
児

童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。
申

請
は
必
要
で
す
か
？

　

A　

申
請
が
必
要
で
す
。
住
民
票

で
確
認
で
き
る
場
合
は
保
健
福
祉
課

か
ら
申
請
書
類
を
送
り
ま
す
。

　

Q　

３
歳
の
子
ど
も
と
13
歳
の
子

ど
も
が
い
ま
す
。
現
在
児
童
手
当
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
申
請
は
必
要
で

す
か
？

　

A　

申
請
が
必
要
で
す
。
保
健
福

祉
課
か
ら
申
請
書
類
を
送
り
ま
す
。

　

Q　

私
は
公
務
員
で
す
が
、
保
健

福
祉
課
か
ら
申
請
書
類
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
申
請
が
必
要
で
す
か
？ 

　

A　

保
健
福
祉
課
へ
の
申
請
は
不

要
で
す
。
公
務
員
の
場
合
、
職
場
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Q　

子
ど
も
手
当
の
支
給
は
年
何

回
で
す
か
？

　

A　

児
童
手
当
と
同
じ
、
６
月
、

10
月
、
２
月
の
年
３
回
に
分
け
て
各

４
か
月
分
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）
２
１
１
５

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て
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広 報 か た し な        H22 . 04

料理・方言

09 広 報 か た し な        H22 .04

わが 家 の 自 慢 料 理
豚肉のトマトと梅肉ソース炒め 作成者　　土出　星野　松江　さん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞｰ:225Kcal　　たんぱく質：11.5ｇ　　脂質：14.5ｇ　　食塩：1.9ｇ

作り方

～豚肉を使った料理～

・トマトと梅肉のさっぱり感が良いです。
・家にある食材で簡単に出来ます。
・和風のスパゲッティーの具にしても、おいしいです。

◇ワンポイント

（４～６人分）

せ
ー

片  

品  

�  

方  

言  
25

と
び
あ
が
り

　
「
今
日
の
弁
当
の
『
せ
ー
』
は
玉
子
焼
き
に
海
苔
ぺ
タ
だ
」。

　
「
せ
ー
」と
は「
お
か
ず（
御
数
）」の
こ
と
で
す
。お
か
ず
の
種
類
も
限
ら
れ
て
い
た
頃（
五
、

六
十
年
前
迄
）
の
玉
子
焼
き
と
海
苔
ぺ
タ
、
こ
れ
に
梅
干
が
付
け
ば
中
々
の
ご
馳
走
で
す
。

　

人
類
の
歴
史
そ
の
も
の
が
ず
っ
と
食
糧
難
と
の
戦
い
。
食
料
を
確
保
す
る
た
め
の
戦
い

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
現
在
で
も
、
世
界
中
で
は
多
く
の
人
た
ち
が
食

糧
不
足
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

語
源
は
「
お
数
」
は
、
ご
飯
の
副
食
物
と
し
て
の
数
を
取
り
合
わ
せ
る
意
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
の
「
さ
い
＝
菜
」
は
、野
菜
類
の
「
さ
い
」
で
し
ょ
う
が
、そ
れ
が
「
お

か
ず
」
の
総
称
と
し
て
「
さ
い
」
と
な
り
「
せ
ー
」
と
な
っ
た
。
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、

片
品
の
「
せ
ー
」
は
「
添
え
（
そ
え
）」
が
「
せ
ー
」
に
転
訛
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

主
食
に
対
し
て
副
食
。
主
食
に
「
添
え
」
る
。「
添
え
」
が
「
せ
ー
」
に
な
っ
た
。
こ
の

方
が
判
り
や
す
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
食
料
が
豊
富
な
時
代
。
飽
食
の
時
代
な
ど
と
言

わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
。
人
は
食
料
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
た

く
な
い
も
の
で
す
。「
せ
ー
」
の
大
切
さ
も
改
め
て
考
え
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

何
事
に
で
も
挑
戦
す
る
人
。
何
で
も
や
っ
て
見
よ
う
と
す
る
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
人
。

　

こ
の
よ
う
な
人
は
「
と
び
あ
が
り
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
は
あ
ま
り
聞
か
な

く
な
り
ま
し
た
が
。「
あ
の
人
は
『
と
び
あ
が
り
』
だ
か
ら
何
で
も
や
る
よ
」
な
ど
と
言
い

ま
す
。

　
「
と
び
あ
が
り
」
は
、
女
性
の
場
合
は
「
お
転
婆
」
男
性
の
場
合
は
「
目
立
ち
た
が
り
」

に
当
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
と
び
あ
が
り
」
と
聞
く
と
何
か
落
ち
着
き
が
な
く

現
実
性
に
欠
け
る
よ
う
な
想
像
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
以
前
は
確
か
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

然
し
昨
今
は
、「
好
奇
心
」「
冒
険
心
」「
積
極
性
」
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
人
が
よ
り
良

く
生
き
る
為
に
は
必
要
な
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
配
者
に
も
若
さ
を
保
つ
た
め
に

は
「
好
奇
心
」
は
必
要
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
要
す
る
に
「
と
び
あ
が
り
の
心
」
で
す
。

語
源
は
「
飛
び
上
が
り
」
そ
の
ま
ま
で
、
物
事
に
挑
戦
す
る
様
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹　

将
彦

・豚肉にはビタミンＢ1が豊富に含まれ、疲労倦怠、夏バテ解消によい食材です。
・トマトと梅肉はともに抗酸化作用をもっているので、風邪の予防にも効果的です。

◇豚肉の効能

①豚肉はひと口大に切る。わかめは水に浸して戻し、ひと口大に切る。長ね

　ぎは食べやすい大きさに切る。

②フライパンにサラダ油を熱して豚肉を焼く。両面を焼いたら、長ねぎ、　

　わかめ、しょうゆ、A のトマトと梅肉ソースを加え、まんべんなく混ぜて

　炒める。

③水分が半分くらいにとんだら、塩、

　こしょうで味を調える。Ａ

豚ロース
（薄切り肉）
塩蔵わかめ
長ねぎ
しょうゆ
サラダ油
Ａトマトと梅肉のソース
砂糖
だし汁
酒
トマト
( 粗みじん切り )
梅肉
塩、こしょう

・・・・３００ｇ

・・・・５０ｇ
・・・・・・・１本
・・・・大さじ１
・・・・大さじ１

・・・・・・小さじ１
・・・・・大さじ２

・・・・・・・大さじ１
・・・・・・・１個

・・・・・・・２個分
・・・・少々

翌年度各区持ち点　：　不参加種目については、その得点は「０」であるが、持ち点計算上は６位と７位の中間得点
　　　　　　　　　　　「２．５」を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。
総合得点が同点数となった場合は、持ち点の少ない区を上位とする。

片 品 村 社 会 体 育 総 合 優 勝 制 度

片
品
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

　

３
月
18
日
（
木
）
オ
グ
ナ
ほ
た
か

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
第
41
回
片
品
ス

キ
ー
選
手
権
兼
第
21
回
区
対
抗
ス

キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
、
役
員
の
み
な
さ
ん
早
朝
よ

り
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
又
、
会
場

を
提
供
し
て
頂
い
た
オ
グ
ナ
ス
キ
ー

場
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
手
権

成
年
女
子
Ａ

優　

勝　
　

笠
原　
　

和
（
５
区
）

準
優
勝　
　

星
野
絵
莉
奈
（
４
区
）

第
３
位　
　

笠
原
亜
也
子
（
５
区
）

成
年
女
子
Ｂ

優　

勝　
　

星
野　

咲
織
（
５
区
）

準
優
勝　
　

萩
原
美
千
代
（
６
区
）

第
３
位　
　

星
野　

京
子
（
６
区
）

成
年
男
子
Ａ

優　

勝　
　

萩
原　

一
平
（
７
区
）

準
優
勝　
　

萩
原　

大
介
（
７
区
）

第
３
位　
　

植
田　

華
衣
（
１
区
）

成
年
男
子
Ｂ

優　

勝　
　

吉
野　

良
孝
（
６
区
）

準
優
勝　
　

笠
原　

高
広
（
５
区
）

第
３
位　
　

松
田　

隆
一
（
８
区
）

成
年
男
子
Ｃ

優　

勝　
　

星
野　
　

彰
（
６
区
）

準
優
勝　
　

笠
原　
　

学
（
５
区
）

第
３
位　
　

千
明　

俊
和
（
３
区
）

壮
年
Ａ

優　

勝　
　

星
野
伊
三
夫
（
２
区
）

準
優
勝　
　

入
澤
登
喜
夫
（
５
区
）

第
３
位　
　

片
山　

芳
弘
（
５
区
）

壮
年
Ｂ

優　

勝　
　

萩
原　

壮
児
（
７
区
）

準
優
勝　
　

宮
田　

勘
一
（
４
区
）

第
３
位　
　

萩
原　
　

始
（
７
区
）

個
人
総
合
優
勝

男　

子　
　

萩
原　

一
平
（
７
区
）

女　

子　
　

笠
原　
　

和
（
５
区
）

○
区
対
抗

優　

勝　
　

第
５
区

準
優
勝　
　

第
３
区

第
３
位　
　

第
７
区

第１区が総合優勝　平成 21 年度社会体育総合優勝
　昨年５月のソフトボール大会を皮切りに、６つの区対

抗競技が３月のスキー大会で終了しました。

　各区長さん、体協理事さんをはじめ役員のみなさんに

ご協力いただき、各競技で熱戦が繰り広げられました。

　平成 22 年度につきましても

６大会を予定していますのでご協力をお願いいたします。

　尚、結果につきましては別表をご覧ください。

斜面変化を設け難しいコースだった
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新役員・人事

広 報 か た し な        H22 . 04

新役員・人事

11 広 報 か た し な        H22 .04

平

成
22

年

度

役

員

名

簿

◎
区　

長

第
一
区
長　

金　

子　

長
十
郎

第
二
区
長　

小　

林　

恵　

一

第
三
区
長　

星　

野　

和　

雄

第
四
区
長　

山　

崎　

隆　

雄

第
五
区
長　

笠　

原　

市　

雄

第
六
区
長　

星　

野　
　
　

寛

第
七
区
長　

萩　

原　

新　

也

第
八
区
長　

金　

子　

彦　

一

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理　

千
明　

太
郎

第
二
区
長
代
理　

桑
原　

正
典

第
三
区
長
代
理　

高
山　

耕
一

第
四
区
長
代
理　

千
明　

秀
俊

第
五
区
長
代
理　

笠
原　
　

清

第
六
区
長
代
理　

鏑
木　

市
郎

第
七
区
長
代
理　

松
浦　

文
男

第
八
区
長
代
理　

入
澤　
　

榮

◎
組　

長

須
賀
川　
　

植　

田　

浩　

二

御
座
入　
　

桑　

原　

邦　

明

菅　

沼　
　

星　

野　

雄　

一

築　

地　
　

桑　

原　
　
　

匠

下　

平　
　

高　

橋　

秀　

行

摺　

渕　
　

小　

林　

恵　

一

幡　

谷　
　

桑　

原　

正　

典

鍛
冶
屋　
　

今　

井　

一　

文

栃
久
保　
　

佐　

藤　

弘　

之

登　

戸　
　

星　

野　

通　

久

山　

崎　
　

高　

山　

耕　

一

栗　

生　
　

戸　

丸　

一　

夫

針　

山　
　

永　

井　

三　

藏

下
小
川　
　

星　

野　

茂　

八

中　

井　
　

鈴　

木　

壽　

和

穴　

沢　
　

狩　

野　

久　

良

上
小
川　
　

矢　

内　

健　

一

太　

田　
　

林　
　
　

友　

一

細
工
屋　
　

片　

山　

芳　

弘

阿　

村　
　

籾　

山　

紀　

康

上　

而　
　

笠　

原　

昌　

也

中　

里　
　

笠　

原　

佐
久
三

新　

井　
　

萩　

原　

和　

久

古　

仲　
　

星　

野　

弘　

成

伊
閑
町　
　

萩　

原　

雄　

二

閑　

野　
　

吉　

野　

幸　

芳

戸　

倉　
　

萩　

原　

繁　

司

鎌
田
一　
　

渡　

辺　
　
　

元

鎌
田
二　
　

永　

井　

利　

和　

鎌
田
三　
　

小
須
田　

正　

晴

鎌
田
四　
　

田　

村　

信　

一

鎌
田
五　
　

井　

上　

三　

郎

◎
消
防
団
新
役
員

第
一
分
団
長　
　

千
明　

太
彦

第
二
分
団
長　
　

星
野　

成
雄

第
三
分
団
長　
　

横
坂　

治
良

第
四
分
団
長　
　

千
明　

大
平

◎
交
通
指
導
員

隊　

長　
　

星　

野　
　
　

明

副
隊
長　
　

萩　

原　

良　

秋

教

職

員

人

事

異

動

　

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

片
品
小
学
校

◎
転
出

教
頭　

佐
伯　

岳
彦
（
沼
田
西
中
）

教
諭　

中
村　

純
一
（
利
根
西
小
）

教
諭　

倉
品　

健
（
白
沢
小
）

養
護
教
諭　

片
岡　

萌
（
太
田
・
城
東
中
）

◎
転
入

教
頭　

角
田　

明
大
（
渋
川
南
雲
小
）

教
諭　

須
藤　

厚
子
（
月
夜
野
中
）

養
護
教
諭　

星
野　

彩
香
（
新
採
用
）

栄
養
士　

松
井
亜
佐
美 （
新
採
用
）

　

片
品
北
小
学
校

◎
転
出

校
長　

青
木
美
穂
子
（
大
河
原
小
）

教
諭　

藤
井　

剛
史
（
月
夜
野
中
）

教
諭　

津
久
井
仁
美
（
利
南
東
小
）

教
諭　

春
日　

大 （
沼
田
中
）

事
務
長
代
理　

高
橋
美
知
子（
月
夜
野
中
）

◎
転
入

校
長　

小
林　

仁
史  （
沼
田
西
中
）

教
諭　

横
山
ひ
と
み
（
利
根
東
小
）

教
諭　

上
原　

弘
樹  （
川
場
小
）

教
諭　

正
田　

由
佳  （
前
橋
市
駒
形
小
）

養
護
教
諭　

黒
岩　

紗
佳  （
新
採
用
）

主
幹
事
務
長
代
理　

　
　
　

高
橋　

由
雄  （
池
田
小
）

平
成  

22
年
度
片
品
村
役
場
職
員

　

平
成
22
年
度
役
場
及
び
関
係
機
関
の

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
氏
名
の

下
の
（　

）
内
は
前
の
所
属
課
等
で
す
。

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村　

長 

千
明　

金
造 

副
村
長 

萩
原　

重
夫 

　

教
育
長 

星
野　

準
一 

　

総 

務 

課 
 

課　

長 

桑
原　
　

護
（
保
福
）

 

大
竹　

光
一 

　

 

星
野　

勝
彦 

 

星
野　

孝
行 

 

狩
野　

久
良
（
保
福
）

 

大
竹　

篤
保 

　

 

星
野　

幹
也 

 

井
上
憲
一
郎 

 

星
野　

隼
亮 

 
 

入
澤　

晴
海
（
片
小
公
）

　

出 

納 

室 
 

会
計
管
理
者
（
室
長
） 

 

星
野　

朋
美
（
農
建
・
昇
任
） 

 

川
合　

美
孔
（
総
務
）

　

住 

民 

課 
 

課　

長 

星
野　

純
一 

 
 

小
林　

恵
一 

 

山
崎　

康
広 

 

戸
丸　

権
次 

　

 

深
見　

ま
み 

　

 

萩
原　

一
彰 

　

 

小
柳　

勝
治 

 

星
野　

咲
織 

　

保
健
福
祉
課 

 

課　

長 

吉
野　

耕
治
（
出
納
）

 

金
子　

賢
司 

 

　
　
　
　

武
藤　

秀
文 

　
　
　
　

倉
田　

秀
和 

 

戸
丸　

徳
子 

 

川
田　

貴
広
（
出
納
）

 

高
山　

昭
弘
（
農
建
）

 

鏑
木　
　

勲 
 

小
林　

由
里 

 

萩
原　

里
美 

 

　

 

大
竹　

和
美 

 

髙
橋　

賀
代 

　

(

臨
時) 

倉
田　

晴
美 

　

保
健
師 

星
野　

市
子 

　

　

〃 

高
山　

慶
子 

　

〃 

金
子　

和
代 

　

 

住
谷　

真
里 

　

〃 

星
野
久
美
子 

　

片
品
保
育
所 

 

所　

長 

宮
田　

和
子
（
北
保
）

 

原
澤　

千
歳 

 

大
竹　

克
枝 

 

佐
藤
日
出
美 

 

林　
　

秋
子 

(

臨
時) 

林　
　

欣
子 

　

〃 

星
野　

裕
子 

　

〃 

千
明　

友
香 

　

〃 

星
野　

久
子 

　

　

片
品
北
保
育
所 

 

　

所　

長 

萩
原　
　

均
（
南
保
）

 

鹿
野
三
枝
子 

 

吉
野
も
も
え 

(

臨
時) 

中
村　

勝
美 

　

〃 

上
原
麻
衣
子 

　

〃 

田
邊　

優
花 

　

片
品
南
保
育
所 

 

所　

長 

星
野
ト
ミ
江
（
鎌
児
館
）

支
援
セ
・
保
健
師

介
護
支
援

 

千
明
ま
ち
子

 

千
明
久
美
子
（
片
保
）

(

臨
時) 

鹿
野　

三
江 

　

〃 

松
浦　

華
恵 

　

〃 

佐
藤　

彩
美 

　

鎌
田
児
童
館 

 
 

星
野　

洋
子
（
南
保
）

　

農
林
建
設
課 
 

課　

長 

桑
原
健
一
郎 

　

 

飯
塚　

睦
夫 

　

 

星
野　

重
吉 

　

 

萩
原　

睦
久
（
総
務
）

 

須
藤　

育
美 

　

 

桑
原　

信
一 

　

 

鈴
木　

幸
光 

 

金
子　
　

学 

　

 

青
木　
　

厚 

　

 

金
子
小
百
合 

 

戸
丸　

幸
生 

 

星
野　

一
忠 

　

 

三
浦　

幸
治 

 

戸
丸　

貴
雄 

　

 

戸
丸　

大
輔
（
新
採
用
）

　
　
　
　

須
藤　

錦
作 

　

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課 

課　

長 

木
下　

浩
美
（
農
建
・
昇
任
）

 

千
明　

新
一 

 

萩
原　

明
富 

 

梅
澤　

康
明 

　

 

星
野　

英
二 

　

 

星
野　

秀
弘 

 

永
井　

利
和 

　

 

星
野　

城
二 

　

(

臨
時) 

須
藤　

菊
代 

群
農
共
済
派

武
小
公

（
臨
時
）

片
小
子
育
（
臨
時
）

片
北
子
育
（
臨
時
）

片
南
子
育
（
臨
時
）

武
小
子
育
（
臨
時
）

英
語
指
導

（
東
電
派
遣
）

（
臨
時
） 

千
明　

博
治

　

〃 

狩
野 　
　

六　

 

　

社
会
福
祉
協
議
会 

局　

長 
星
野　

幸
雄 

 

星
野
ふ
き
子 

 

千
明　

長
三 

 

星
野　

弘
美 

（
臨
時
） 

星
野　

直
子 

 

萩
原　

一
夫 

　

観
光
協
会 

 

局　

長 

宮
崎　

晴
郎

 

倉
田　
　

剛

 

松
田
ひ
と
み

　

尾
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

局　

長　

小
浜　

貞
夫

 

小
林　

郁
夫

 

三
浦
由
妃
恵

 

高
橋　

裕
之

 

高
山　

耕
一

 

星
野　

寿
之

 

星
野　

晃
一

 

小
林　

正
久

 

小
林
登
志
喜

 

高
橋　

政
樹

 

小
林　

勝
寿

退
職
者 

平
成
22
年
３
月
31
日

　

飯
塚　

欣
彦　
（
教
育
長
）

　

星
野　

準
一　
（
総
務
課
長
）

　

田
村　

利
夫　
（
教
育
次
長
）

　

星
野
た
か
子　
（
住
民
課
補
佐
）

　

星
野
あ
き
江　
（
保
福
課
補
佐
）

　

星
野　

幸
子　
（
片
保
所
長
）

　

星
野　

と
み　
（
南
保
所
長
）

　

清
野
さ
お
り　
（
む
ら
観
）

　

議
会
事
務
局 

局　

長 

萩
原　

正
信 

　

 

星
野　

照
子

　

教
育
委
員
会
事
務
局 

次　

長 

佐
藤　

八
郎
（
む
ら
観
）

 

千
明
建
太
郎 

 

星
野　

孝
俊 

　

 

三
浦
さ
く
子 

　

 

中
村　
　

学 
 

須
藤　

幸
夫 

　

 

高
橋　

卓
也 

 

樋
口　
　

徹 

　

(

臨
時) 

入
澤　

紀
子 

　

〃 

青
木
美
由
紀 

　
　
　
　

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ミ
ク
グ
ラ
ス

片
小
公　

田
村
恵
美
子
（
北
小
公
）

片
北
公　

小
林　

智
春
（
総
務
）

片
南
公　

星
野　

澄
子 

片
中
公　

須
藤　

松
子

　
　
　
　

草
地
ゆ
り
ゑ 

　
　
　
　

梶
原　

紀
子 

　

 

羽
田　

美
紀 

　

 

藤
井　

栄
子 

　

 

星
野　

秧
子 

　

給
食
セ
ン
タ
ー 

 

所　

長 

星
野　

一
男 

　

 

原
澤　

博
美 

　

 

須
藤
美
江
子 

　

栄
養
士 

松
井
亜
佐
美 

　

　

〃 

林　
　

清
子 

　

（
臨
時
） 

星
野　

松
江 

　

〃 

入
澤　

幸
重 

　

〃 

大
橋　

竹
代 

　

〃 

星
野
亜
由
美　

 

　

片
品
南
小
学
校

◎
転
出

教
頭　

遠
藤
由
理
子
（
薄
根
小
）

教
諭　

宇
敷　

輝
男  （
升
形
小
）

教
諭　

岡
部　

則
恵  （
前
橋
市
春
日
中
）

養
護
教
諭　

高
橋
美
恵
子
（
多
那
小
）

◎
転
入

教
頭　

小
野　

修
一 （
沼
田
北
小
）

教
諭　

小
林　

昌
行 （
沼
田
北
小
）

教
諭　

後
藤　

美
穂 （
川
場
小
）

　

武
尊
根
小
学
校

◎
転
出

教
頭　

中
野　

敬
造
（
沼
田
小
）

教
諭　

大
島　

崇  （
群
大
付
属
小
）

◎
転
入

教
頭　

髙
桑　

実  （
水
上
小
）

教
諭　

小
川　

賢
治
（
昭
和
東
小
）

　

片
品
中
学
校

◎
転
出

校
長　

新
木　

延
謹 （
沼
田
東
小
）

教
諭　

秋
元　

秀
文 （
昭
和
中
）

教
諭　

金
子　

平   （
沼
田
西
中
）

教
諭　

白
井　

香
里 （
吉
岡
町
明
治
小
）

教
諭　

飯
塚　

慎
也（
高
崎
市
吉
井
西
中
）

◎
転
入

校
長　

平
賀　

信
夫 （
白
沢
中
）

教
諭　

吉
野　

繁
夫 （
沼
田
西
中
）

教
諭　

馬
場　

英
行 （
白
沢
中
）

教
諭　

瀧
澤　

裕
志（
渋
川
市
渋
川
北
中
）

教
諭　

安
藤　

千
雨 （
新
採
用
）

辞令を交付された教職員のみなさん
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13 広 報 か た し な        H22 .04

教育委員会　5 月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

漱石の長襦袢

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。

図 書 室 カレンダー   5 月

数々の作品を残し、わずか５０才で逝った漱石。その功績は
大きいが知られていない。私生活・・・いろいろな疑問、事
実を孫娘である作者が客観視し、文章にしています。漱石ファ
ンにはうれしい１冊です。

半藤　末利子

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

Hello, everyone.  I keep thinking that spring
 has finally come, and then it snows again!
But that’ s just April in Katashina.  Recently, we had graduation 
at Katashina Junior High School.  The third graders sang songs, 
received diplomas, and cried tears of both sadness and joy.  
The first and second graders sang and cried as well.  It is hard to 
say goodbye, but there is no need to worry because the future 
is bright for everyone at Katashina Junior High School.  Even if 
the third graders leave Katashina to pursue a college education 
and a career, I am sure that they will always call this beautiful 
mountain village their home.

 
 
　皆さん、こんにちは。「やっと！春が来た！」と思う度に、
また雪が降ってきてしまいます。でも、片品の４月はそういう
ものですね。この間、片品中学校で卒業式が行われました。３
年生は歌を歌ったり、卒業証書をもらったり、悲しみの涙や喜
びの涙を流したりしました。１年生と２年生も歌ったり、泣い
たりしました。「さよなら」を言うのはつらいけれども、片品
中学校の生徒達には、みな、明るい未来が待っているので心配
は必要はないと思います。３年生が大学進学やキャリアを追求
するために片品から出るとしても、いつまでも故郷と呼ぶのが
この美しい山の中にある片品村ということは違いないと思いま
す。

ブライアン通信

Graduation

卒業式

文藝春秋

☆生涯学習・社会体育関係
・体協長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・議長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会
・区対抗ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会
・婦人会ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
・社会人野球春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
・議長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・まちかど子育て会議
・県民ｽﾎﾟｰﾂ祭ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ大会
・壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ戦大会

☆学校関係
・小学校修学旅行

◇片小 
・PTA 役員会①
・読み聞かせ
・家庭訪問
・クリーン大作戦①
　アルミ缶回収を継続して実施しています。地域
の方々のご協力をお願いいたします。

◇北小 
・授業参観・PTA 総会
・不審者対応避難訓練
・尾瀬事前学習
・尾瀬情報センター見学
　本校の特色の尾瀬学習が始まります。今年度も
様々な面で地域の方々のご協力をよろしくお願い
いたします。

◇南小
・学校支援打合せ
・授業参観・ＰＴＡ総会
・PTA 役員会議②
 　春になり、学校園で何を育てるか、楽しみです。
支援隊の皆さん、お世話になります。

◇武尊根小
・避難訓練（不審者想定）
・家庭訪問
・授業参観・奉仕作業
・春の旅行（1～ 5年生）
・武尊根記録会②
　授業参観・奉仕作業ではお世話になります。午
前中も行事を予定していますので、多数の方の参
加をお待ちしています。

◇片中
・家庭訪問
・尾瀬環境ボランティア 
・自然観察会（2年生）
・文化財めぐり（1年生）
・利根郡中体連春季大会
    ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ①､野球①､卓球
　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ②､野球②
　剣道 
　ﾃﾆｽ①､ｻｯｶｰ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
    ﾃﾆｽ②
　中体連春季大会では好成績が期待できます。応
援よろしくお願い致します。

11 日 ( 火 )
14 日 ( 金 )
16 日 ( 日 )
16 日 ( 日 )

17 日 ( 月 ) ～
25 日 ( 火 )
25 日 ( 火 )
30 日 ( 日 )

31 日 ( 月 ) ～

21 日 ( 金 )･22 日 ( 土 )

7 日 ( 金 )
12 日 ( 水 )

14 日 ( 金 ) より
27 日 ( 木 )

 

7 日 ( 金 )
13 日 ( 木 )
14 日 ( 金 )
31 日 ( 月 )

 未定
 7 日 ( 金 )
25 日 ( 火 )

  

11 日 ( 火 )
12 日 ( 木 )･13 日 ( 金 )

16 日 ( 日 )
21 日 ( 金 )
26 日 ( 水 )

　

7 日 ( 金 ) ～ 20 日 ( 木 )
27 日 ( 木 )
28 日 ( 金 )
28 日 ( 金 )

4/24( 土 )
4/25( 日 )
4/29( 木 )
1 日 ( 土 )
2 日 ( 日 )

　

 
第
39
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会

　

３
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

の
２
日
間
第
39
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ス
キ
ー
交
流
大
会
が
嬬
恋
村

の
パ
ル
コ
ー
ル
嬬
恋
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
と
草
津
町
の
草
津
音
楽
の
森
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
２
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
59
名
の
選
手
が
参

加
し
、結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

★
ス
ポ
少
大
会
入
賞
者（
10
位
ま
で
）

大
回
転
低
学
年
男
子

第
１
位　

星
野　

塁
飛
（
片
小
）

第
４
位　

星
野　

脩
人
（
南
小
）

第
５
位　

星
野　

誉
貴
（
南
小
）

第
６
位　

内
田　

悠
太
（
南
小
）

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
二
年
三
月
俳
句
会

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

猫
曳
ひ
て
妻
の
散
歩
や
山
笑
う

朝
も
夜
も
出
羽
の
雪
踏
む
少
年
期

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

雨
上
り
光
る
木
の
芽
の
真
珠
玉

ま
ん
さ
く
の
咲
け
ば
瀬
に
啼
く
川
千
鳥

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

恙
な
き
杖
の
手
に
笑
む
蕗
の
と
う

祝
婚
に
巣
ご
も
り
と
云
ふ
菓
子
貰
う

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

卒
業
子
大
志
を
持
ち
て
村
を
出
る

雨
に
訪
ふ
父
母
の
菩
提
寺
沈
丁
花

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

春
息
吹
く
鴨
の
波
紋
の
ゆ
る
や
け
き

米
寿
な
る
日
ま
で
永
ら
ん
福
寿
草

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

水
仙
の
蕾
に
心
安
ら
げ
り

狭
庭
に
下
萌
え
の
音
ひ
そ
ひ
そ
と

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

念
願
の
片
目
の
達
磨
春
見
え
ず

つ
な
ぐ
手
を
共
に
頼
り
て
八
十
の
春

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

若
者
の
職
定
ま
ら
ず
遅
き
春

外
は
雪
幼
に
包
は
れ
か
く
れ
ん
ぼ

1
2 3 4 5 76 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野
ト
ミ
エ

湯
の
宿
に
ぬ
れ
て
行
き
け
り
春
の
雨

枯
木
立
花
咲
く
ご
と
き
春
の
雪

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原　

キ
ヨ
子

子
に
引
か
れ
秋
間
梅
林
風
や
さ
し

子
ら
と
来
て
秋
間
梅
林
空
青
し

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

薪
割
り
て
地
球
に
や
さ
し

ス
ト
ー
ブ
焚
く

春
う
ら
ら
腕
ま
で
投
げ
て
輪
投
げ
か
な

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

雪
あ
か
り
空
迄
と
ど
き
そ
う
な
夜

デ
ュ
ツ
ト
の
教
頭
先
生
学
芸
会

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

小
雀
を
乗
せ
て
し
な
や
か
雪
柳

春
の
雪
ち
ら
ち
ら
迷
い
地
に
溶
け
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　
　

星
野　

康
一

春
を
待
つ
母
に
供
へ
る
花
少
し

掛
け
替
へ
た
平
成
の
橋
雪
解
水

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

衝
撃
の
新
聞
人
事
春
動
く

雛
仕
舞
障
子
に
淡
き
陽
光
の
み

第
10
位　

戸
丸　

純
也
（
南
小
）

大
回
転
高
学
年
女
子

第
６
位　

笠
原
友
希
乃
（
片
小
）

第
９
位　

星
野
ま
き
子
（
南
小
）

第
10
位　

八
須
賀
芽
衣
（
南
小
）

大
回
転
高
学
年
男
子

第
７
位　

大
竹　

七
勢
（
片
小
）

距
離
女
子

第
３
位　

萩
原
明
日
香
（
北
小
）

第
４
位　

星
野　

琴
音
（
北
小
）

第
７
位　

鏑
木　

麻
綺
（
北
小
）

距
離
男
子

第
１
位　

阿
部　

和
麿
（
片
小
）

第
２
位　

萩
原　

涼
太
（
北
小
）

第
３
位　

星
野　

結
輝
（
北
小
）

第
６
位　

芝
崎　

文
哉
（
片
小
）

第
７
位　

小
笠
原　

大
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

第
２
位　

片
品
Ａ
チ
ー
ム

　

星
野　

琴
音

　

鏑
木　

麻
綺

　

萩
原
明
日
香

距
離
リ
レ
ー
男
子

第
１
位　

片
品
Ａ
チ
ー
ム

　

萩
原　

涼
太

　

星
野　

結
輝

　

小
笠
原　

大

　

阿
部　

和
麿

選
手
、
監
督
、
コ
ー
チ
の
皆
様
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

浅間山を見ながらコースの下見

緩斜面が長いコースだった 応援を受け力を出す選手
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お 

し 

ら 

せ

役
場
の
宿
直
が
平
成
22
年
４
月
か
ら

変
わ
り
ま
す
（
民
間
委
託
）

募　
　
　

集

公式スキー大会記録コーナー

映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」
上
映

片
品
村
村
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

地
域
の
芽
支
援
事
業
補
助
金
制
度

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
に
つ
い
て

相　
　
　

談

貸出福祉車両が新しくなりました未来のための「いのちの森づくり」

　　宮脇先生といっしょに木を植えよう！

　片品村では、移動する際に介護が必要な高齢者や身体
障害者等を抱える家族等が、その高齢者等と一緒に外出
する場合に、本人や介助者の負担軽減を図ることを目的
として平成１１年から助手席シートがリフトアップする
タイプの福祉車両の貸出を行ってきました。
　この度、この福祉車両の老朽化のため、国の地域活性化・
経済危機対策臨時交付金を利用して福祉車両を新しくし
ました。
　利用対象者は、常に移動する際に介助が必要な車いす
等を利用されている方で、運転手を用意できる方です。
利用を希望される方は、遅くとも利用希望日３日前まで
に保健福祉課福祉係に利用申請書を提出する必要があり
ます。
　詳しくは次の問い合わせ先まで連絡をお願いいたしま
す。
●問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎（５８）２１１５

　日本製紙グループは、このたび、地域社会との共生と
生物多様性の保全に、より一層力を入れていくために森
林生態学の世界的権威であり、日本で最も木を植えた男
として知られる宮脇　昭先生（横浜国立大学名誉教授、
（財）地球環境戦略研究機関国際生態学センター長）のご
指導のもとに、「土地本来の森づくり」を実現する植樹を
行います。この森づくりを通じて、さまざまな生き物を
育み、災害や地球温暖化から私たちを守ってくれる「い
のちの森」を育てていきます。さらに今回は、宮脇先生
のご提案により、将来森の恵みとして私たちの生活に利
用できるような種類の木も混ぜて植えます。
　子供たちの豊かな未来をつくるために、新しい森づく
りに是非ご参加ください。

前夜祭「宮脇　昭先生　講演会」
日時：5月 29 日（土）16：00-18：00（受付開始 15：30）
場所：片品村文化センター

植　樹「宮脇　昭先生といっしょに木を植えよう」
日時：5月 30 日（日）　9：30-11：30（受付開始　9：00）
場所：丸沼高原リゾート　片品村東小川 4658-58
　　　http://www.malnuma.com/

　

片
品
村
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
当
直

業
務
（
宿
直
、
日
直
）
の
う
ち
、
宿

直
業
務
に
つ
い
て
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
民
間
へ
の
委
託
に
変
わ
り
ま

す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
民
間
委
託
に

よ
る
不
便
は
お
か
け
し
な
い
よ
う
務

め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
宿
直
、
日
直
業
務
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
平
日
】

　

夕
方
５
時
15
分
か
ら

　

翌
朝
８
時
30
分
ま
で

　

民
間
に
よ
る
宿
直
業
務

【
土
、
日
、
祝
日
】

　

朝
８
時
30
分
か
ら

　

夕
方
５
時
15
分
ま
で

　

職
員
に
よ
る
日
直
業
務

　

夕
方
５
時
15
分
か
ら

　

翌
朝
８
時
30
分
ま
で

　

民
間
に
よ
る
宿
直
業
務

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

☎（
５
８
）
２
１
１
１

　

利
根
沼
田
聴
覚
障
害
者
協
会
、
沼

田
手
話
サ
ー
ク
ル
水
ば
し
ょ
う
の
会

主
催
に
よ
る
映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」
の

上
映
が
利
根
沼
田
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

聴
覚
障
害
者
の
暮
ら
し
や
手
話
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
良
い
機

会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
時　

平
成
22
年
５
月
４
日
（
火
）

　

①
午
前
10
時
〜
12
時

　

②
午
後
２
時
〜
４
時
の
２
回
上
映

●
チ
ケ
ッ
ト

　

前
売
り
大
人　

１
，
２
０
０
円

　
　
　

高
校
生
以
下　

８
０
０
円

　

当
日
券
大
人　

１
，
５
０
０
円

　
　

高
校
生
以
下
１
，
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
購
入
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

社
会
福
祉
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎（
５
８
）
２
１
１
５

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、 

左
記
の

と
お
り
子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
、
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
相
談
・
悩
み
事
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
近
く
の
特
設
相
談
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に

な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
通

常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
及
び
各

支
局
で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
29
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

沼
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
２
６

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
住
宅
の
概
要

　

場　

所

　

片
品
村
大
字
須
賀
川　

地
内

●
募
集
戸
数
：
１
戸

　

種　

類

　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建　

Ｅ
棟　

　

２
号
室　

昭
和
62
年
度
建
設

●
入
居
可
能
予
定
日
：

　

平
成
22
年
４
月
上
旬

●
家
賃
：
入
居
者
の
収
入
及
び
同
居

　

者
数
等
に
よ
り
算
定
す
る
。

●
申
込
期
間
：
随
時
募
集

●
申
込
場
所
：
農
林
建
設
課　

☎（
５
８
）
２
１
１
３

　

※

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
、
税
金
、

水
道
料
金
等
の
滞
納
が
な
い
等
他

　

詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

地
域
の
課
題
を
住
民
自
ら
の
手
で

解
決
す
る
た
め
取
り
組
む
先
駆
的
な

地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
助
成
す
る
、

地
域
の
芽
支
援
事
業
を
募
集
致
し
ま

す
。
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

狂犬病と犬の登録、狂犬病予防注射について

　日本では狂犬病予防注射が徹底されたことから、昭
和３２年以降では、昭和４５年にフィリピンで咬まれ
帰国後発症した１例を除いて発症はありませんが、東
南アジア、南アジア、アフリカ、中南米などでは、狂
犬病で亡くなっている方が５万人以上います。
　こうした地域で狂犬病の疑いのある動物に咬まれた
場合はただちに狂犬病予防ワクチン接種による発症予
防を受ける必要があります。狂犬病はいったん発症し
てしまえば現代医学でも治療の方法がなく、死亡率は
１００％とされています。しかし、狂犬病の潜伏期間
は１ヶ月～３ヶ月と長いのでこの間にワクチンを接種
すれば発病を免れることは可能です。
　村内おいて犬を飼っているにもかかわらずまだ登録
をしていない方、また登録をして飼っている方でも狂
犬病の予防注射を受けないで飼っている方も多数いま
す。犬の登録と年１回の予防注射は、狂犬業予防法に
よって義務づけられています。
　以上の事を守らない飼い主については、２０万円以
下の罰金刑に処せられます。
　狂犬病の侵入を防ぎ、地域の安全、安心を守るため
にも、きちんとした届出と適正な飼養に努めましょう。

片品村飼い犬の集合登録
狂犬病予防注射日程について

　平成２２年度片品村飼い犬の集合登録・狂犬病予防
注射を下記の日程で実施致します。
　５月１２日（水）５月１３日（木）６月１１日（金）
　なお、実施場所等詳細については別途回覧をご覧下
さい。

助手席リフトアップタイプ。
トランクに車いすを寝かせて収納するスペースあり。

開催スケジュール

3/4 ～宮様スキー大会国際競技会
女子５Ｋクラシカル　３位笠原千裕
男子 10Ｋクラシカル　10 位飯塚　剛
女子 10Ｋフリー　７位笠原千裕
男子 15Ｋフリー　11 位飯塚　剛
3/8 ～全日本Ｊｒスキー選手権大会（蔵王）
（大回転）　32 位星野尊斗　49 位大竹素直　
　56 位金子友也　96 位千明聖耶　36 位横坂直美
（回転）　39 位金子友也　60 位大竹素直　
　73 位千明聖耶　69 位横坂直美
3/9 ～全日本スキー技術選手権大会（八方尾根）　
　124 位萩原一平　178 位吉野良孝
3/19 ～全日本スキー選手権大会
　（北海道チセネシリＣＣコース）
女子１0Ｋクラシカル　準優勝　笠原千裕
男子 15Ｋクラシカル　24 位飯塚　剛
女子 30Ｋフリー　　４位笠原千裕
男子 50Ｋフリー　24 位飯塚　剛
女子 15Ｋリレー　優勝　笠原千裕
3/22　群馬県Ｊｒスキー大会第３戦（ＷＷ尾瀬岩鞍）
（小学生低学年）準優勝　星野塁飛　３位内田悠太
　４位星野誉貴　５位大竹珠李
（小学生高学年）３位星野まき子　４位八須賀芽衣
（中学生）　優勝　帰山駿斗　３位大竹素直　
　４位入澤佑弥　５位星野尊斗　６位金子友也　
　準優勝　横坂直美　６位古屋花子
3/26 ～関東スキー選手権大会（ＷＷ尾瀬岩鞍　）
（大回転）　４位桑原由布子　３位大竹　凛　
　４位三浦右京
（Ｊｒ大回転）５位横坂直美　６位帰山駿斗
（回転）　準優勝　萩原一平
（Ｊｒ回転）４位横坂直美

公式スキー大会記録コーナー
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保

健

だ

よ

り

「
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
」

平成２１年度　国保税第 8 期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村全体（国保税）
（平成 22年 3月 10 日現在）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平
成
22
年
度
酒
類
販
売
管
理
協
力
員

の
募
集
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

試　
　
　

験

自
動
車
税
は
５
月
31
日
（
月
）
ま
で

に
忘
れ
ず
に

活
用
下
さ
い
。

補
助
対
象
事
業
者

　

区
及
び
区
内
の
団
体
。

補
助
対
象
経
費

　

事
業
に
必
要
な
原
材
料
・
経
費

補
助
金
額
及
び
補
助
率

　

一
つ
の
区
に
10
万
円
以
内(

予
算

の
範
囲)

締
め
切
り

　

５
月
21
日(

金)

問
い
合
わ
せ
先

む
ら
づ
く
り
観
光
課

☎（
５
８
）
２
１
１
２

　　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
酒
類
小

売
り
販
売
場
（
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小
売
酒
販
店
な

ど
）
で
買
い
物
等
を
す
る
機
会
を
利

用
し
て
未
成
年
者
飲
酒
防
止
に
関
す

る
表
示
や
店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認

し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く

『
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
』
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
方
法
、
募
集
期
間
、
委
嘱
期

間
等
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http://w
w
w
.nta.go.jp)

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
税
務
署

　

☎
０
２
７
（
２
２
４
）
４
４
９
８

幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

●
受
付
期
間　

　

４
月
１
日
〜
５
月
10
日

●
一
次
試
験
日

　

５
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）
飛

　

行
要
員
の
み

●
場
所
・
新
町
駐
屯
地

　

一
般
曹
候
補
学
生

●
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
﹇
男
女
﹈

●
受
付
期
間

　

４
月
１
日
〜
５
月
10
日

▼
一
次
試
験
日
・
５
月
22
日
（
土
）

▼
場
所
・
受
付
時
に
通
知

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

　
　

税

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/gunm

a

☎（
２
３
）
４
１
１
１

＊
群
馬
地
方
協
力
本
部
Ｈ
Ｐ

①
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

　

５
月
11
日
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

障
害
の
程
度
、
自
動
車
の
所
有
者
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が

減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

・
申
請
期
限　

５
月
31
日
（
月
）

③
問
い
合
わ
せ
先

　

利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
４
３
３
６

　

ま
た
は
群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
４
３
４
３

未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
調
月
間

（
１
日
〜
30
日
）

　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
期
に
あ
る
未

成
年
の
飲
酒
は
、
身
体
的
、
精
神
的
、

社
会
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
身
体
的
影
響

　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
・
肝
臓
障

害
・
す
い
臓
障
害
・
脳
障
害
・
性
腺

機
能
障
害
等

・
精
神
的
影
響

　

学
習
意
欲
の
低
下
・
性
格
の
変
化
・

若
年
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
発
症
等

・
社
会
的
影
響

　

飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
・
非
行
問

題
等

　

家
庭
や
地
域
で
未
成
年
が
お
酒
を

飲
ま
な
い
よ
う
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

世
界
保
健
デ
ー
（
４
月
７
日
）

　

世
界
保
健
デ
ー
は
、
世
界
保
健
機

関(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

が
誕
生
し
た
昭
和
23
年

４
月
７
日
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
人
々
の
健
康
を
守
る
た
め
に

世
界
保
健
デ
ー
を
き
っ
か
け
に
健
康

づ
く
り
の
必
要
性
へ
の
認
識
を
高
め

よ
う
と
、
健
康
増
進
を
図
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
で
は
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て

も
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
病
気
が
進

行
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特

に
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
具
合
が

悪
く
な
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
と
い

う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
健

診
は
症
状
が
な
く
て
も
早
い
段
階
で

気
づ
く
の
で
、
病
気
の
予
防
と
早
期

治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
健

康
を
守
る
た
め
に
も
、
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。

平
成
22
年
度
総
合
健
診

　

日
時
・
場
所

　

４
月
14
日
（
水
）
越
本
ト
レ
セ
ン

　
　
　

15
日
（
木
）
越
本
ト
レ
セ
ン

　
　
　

16
日
（
金
）
花
咲
ト
レ
セ
ン

　
　
　

20
日
（
火
）
東
小
川
体
育
館

　
　
　

21
日
（
水
）
東
小
川
体
育
館

　

受
付
時
間

　
　
　

午
前
：
７
時
〜
11
時

　
　
　

午
後
：
１
時
〜
２
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

保
険
料
率
は
、
平
成
20
年
度
、

平
成
21
年
度
と
同
じ
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
の
軽
減
措

置
に
つ
い
て
も
、
決
定
し
ま
し
た
。

●
保
険
料
率

・
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○　保険料率（表 1）
区分 　平成２０年度、平成２１年度 平成２２年度、平成２３年度

所得割率　　　　　７．３６％ 　　　　　　　　７．３６％

均等割額　　　　３９，６００円 　　　　　　　３９，６００円

( 均等割９割軽減 )

平
成
22
年
度
、
平
成
23
年
度
の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。

軽減内容

均等割９割軽減

均等割８.５割軽減

均等割５割軽減

均等割２割軽減

所得割５割軽減

被扶養者軽減

軽減該当条件　( 均等割の軽減は被保険者及び世帯
主の総所得金額等の合計額が対象 )

「基礎控除額 (３３万円 ) 以下の世帯で被保険者全員
が年金収入８０万円以下」の世帯 ( その他各種所得
がない場合 )

「基礎控除額 (３３万円 )」以下の世帯

「基礎控除額 (３３万円 )＋２４.５万円×世帯の被
保険者数 ( 被保険者である世帯主は除く )」以下の
世帯

「基礎控除額 (３３万円 )＋３５万円×世帯の被保
険者数」以下の世帯

総所得金額等－基礎控除額 (３３万円 ) が５８万円
以下

後期高齢者医療の被保険者資格を得た前日まで、
被用者保険（国保、国保組合以外）の被扶養者で
あった方※所得割額は課されません。

●
平
成
22
年
度
軽
減
内
容

・
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
軽
減
割
合
や
該

当
条
件
は
、
平
成
21
年
度
と
同
じ

で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

被
扶
養
者
軽
減
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
２
年
間
と
い
う
期

限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

軽
減
額
は

９
割
軽
減
額
・
３
５
，
６
４
０
円

8.5
割
軽
減
額
・
３
３
，
６
６
０
円

５
割
軽
減
額 

・
１
９
，
８
０
０
円

２
割
軽
減
額
・　

７
，
９
２
０
円

所
得
割
５
割
軽
減
額 

・
所
得
割
額÷

２

（
１
円
未
満
の
端
数
は
切
上
げ
）

被
扶
養
者
軽
減
（
均
等
割
９
割
軽
減
、

所
得
割
な
し
）・
３
５
，
６
４
０
円

●問合わせ先　

保健福祉課　☎（５８）２１１５

群馬県後期高齢者医療広域連合　☎０２７（２５６）７１７１( 代 )

○平成２２年度軽減内容（表 2）


	1-18P.pdf
	2-3P.pdf
	4-5P.pdf
	6-7P.pdf
	8-9P.pdf
	10-11P.pdf
	12-13P.pdf
	14-15P.pdf
	16-17P.pdf

